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〔 ３級 〕

●合格率・平均点

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 第 8回

受検者数 45 73 199 515 376 678 418 675

合格者数 30 56 120 306 190 290 264 408

●分野別得点率

●上位合格者

最高得点 98 点 最低得点 0 点 最年長合格者 62 歳 最年少合格者 19 歳

●生産性の測定プロセスの問題で正答率ひくい

グループリーダー層を対象とする３級は、今回もひきつづき品質管理（Q）と原価管理（C）の弱さ

が際立っています。

コスト分野（50.8％）で正答率が低かったのはワークサンプリングに関する出題です。労働生産性

を計測するにあたって、ワークサンプリング法などによって稼働率を測定していくことが欠かせませ

ん。公式認定テキストの解説はとても実践的であり、経済的で信頼性の高い観測回数を求める公式や

観測経路の設定法などまで解説しています。手待ちなどの不稼働時間を減らしていく上で有用な手法

ですので、ぜひ受検者の皆さんの再学習を望みたいと考えております。


